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教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

試験・課題 100%

小テスト 0%

レポート 0%
成果発表

（口頭・実技）
0%

平常点 0%

回

１回 外来レセプト作成を作成できる

２回 検定対策（医事コンピュータ技能試験３級）実施

３回 検定対策（医事コンピュータ技能試験３級）実施

４回 検定対策（医事コンピュータ技能試験３級）実施

５回 検定対策（医事コンピュータ技能試験３級）実施

６回 検定対策（医事コンピュータ技能試験３級）実施

７回 検定対策（医事コンピュータ技能試験３級）実施

８回 レセプト作成 ①　演習問題に合わせてレセプトが作成できる

９回 レセプト作成 ②　演習問題に合わせてレセプトが作成できる

１０回 レセプト作成 ③　演習問題に合わせてレセプトが作成できる

１１回 レセプト作成 ④　演習問題に合わせてレセプトが作成できる

１２回 レセプト作成 ⑤　演習問題に合わせてレセプトが作成できる

１３回 レセプト作成 ⑥　演習問題に合わせてレセプトが作成できる

１４回 検定対策（医事コンピュータ技能試験２級）実施

１５回 検定対策（医事コンピュータ技能試験２級）実施

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） 医事コンピュータ２

科目基礎情報

医療事務科 後期

■外来レセプト作成が理解できる

■医事コンピュータ実務検定３級合格

教育方法等

健康保険、国民健康保険などの説明、疾病、医療行為、処置などの説明を行い、診療情報（カルテ）から診療報酬

（レセプト）を作成する演習問題、解説を繰り返し行い、コンピュータによる診療報酬（レセプト）作成方法のポイ

ントを説明する。

1年次 必修 45時間

1単位 実習

　診療報酬請求事務は医療事務の仕事の基本となる。講義中は分からない部分は必ず、その授業の中で確認ずるこ

と。授業中の私語や受講態度などには厳しく対応する。理由のない遅刻や欠席は認めない。また、授業時数の４分

の３以上出席しない者は試験を受験することができない。授業の進捗状態により内容が前後する場合がある。

医事コンピュータ技能検定問題集３級②/土屋書店

担当教員情報

鈴木　梨沙 実務経験の有無・職種 有・医療事務

学習目的

　受付や会計、医療費の計算（レセプト業務）など、診療報酬請求業務は医療機関のさまざまな場所で必要な知識である。

「診療報酬」とは、カルテに書かれた診療行為を決められた点数で計算し、診療費を算定することである。昨今の医療機関で

はコンピュータを使用してレセプト作成を行っており、医療事務員として病院で仕事をするうえで、必要になる知識を学ぶ。

評
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試験と課題を総合的に評価する

到達目標

レセプト作成演習（９）

授業計画（１回～１５回）　

授業内容 各回の到達目標

レセプト作成演習（１）

レセプト作成演習（２）

レセプト作成演習（３）

レセプト作成演習（４）

レセプト作成演習（５）

レセプト作成演習（６）

レセプト作成演習（７）

レセプト作成演習（８）

レセプト作成演習（１０）

レセプト作成演習（１１）

レセプト作成演習（１２）

レセプト作成演習（１３）

レセプト作成演習（１４）

レセプト作成演習（１５）


